
不正な行為による硫酸ピッチの生成と保管の禁止についての要望書  

 

不正に軽油を製造する過程で副生成物として発生する硫酸ピッチは、廃棄物としての適

正処理に多額の経費を要するため、不法投棄等に直結しているのが現状です。 

 硫酸ピッチの処理については、平成１６年度に地方税法及び廃棄物処理法が一部改正、

施行されるなど、規制や罰則が強化されました。 

しかしながら、新規に確認される不適正処理事案は減少しているものの、現在も多量の

硫酸ピッチが未処理で残されており、未だに硫酸ピッチの不法投棄等が発生しております。 

これを根絶していくためには、抜本的対策が必要であります。 

このため、次のとおり要望します。 

 

１ 軽油識別剤の不正な除去行為の禁止、不正な行為による硫酸ピッチの生成行為及び 

保管の禁止について、法整備を行うこと。 

 

２ 硫酸ピッチの広域的な不法投棄を根絶していくために、国が中核となって地方環境事

務所などの国の関係機関及び各都県市の連携体制を構築、強化すること。 

 

３ 不法投棄された硫酸ピッチによる生活環境保全上の支障を迅速に除去するため、行政

代執行に対する国の基金の充実を図ること。 
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